
　

10
月
30
日
、
角
館
町
薗
田
の
釣

田
会
館
を
会
場
に
、
薗
田
豊
穣
ま

つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
館
内
に
は
、
地
場
農
産
物
品

評
会
に
出
品
さ
れ
た
地
元
の
農
産

物
や
工
芸
品
が
並
べ
ら
れ
、
来
場

者
が
そ
の
出
来
栄
え
に
感
心
し
な

が
ら
、
購
入
の
予
約
を
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
地
元
産
の
そ
ば
や
う

ど
ん
な
ど
の
販
売
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
餅
つ
き
も
行
わ
れ
、
臼
と
杵

で
つ
い
た
お
餅
が
会
場
の
皆
さ
ん

に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
薗
田
豊
穣
ま
つ
り

地
場
農
産
物
の
出
来
栄
え
祝
う

　

(

社)

仙
北
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
社
会
へ
の

貢
献
を
実
現
す
る
方
策
の
一
環
と

し
て
、
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
存
在

を
広
く
地
域
社
会
に
周
知
す
る
普

及
啓
発
活
動
を
兼
ね
て
、
各
地
域

の
公
共
施
設
等
の
清
掃
・
除
草
・

植
木
の
冬
囲
い
な
ど
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
組
織
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

10
月
27
日
の
秋
晴
れ
の
も
と
、

桧
木
内
川
堤
左
岸
の
桜
の
保
護
保

存
に
重
要
な
胴
吹
枝
の
除
去
作
業

を
、
会
員
の
方
々
約
30
人
で
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

（
社
）
仙
北
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

桧
木
内
川
堤
の
桜
胴
吹
枝
除
去

　

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
、
町

を
き
れ
い
に
し
て
観
光
客
を
迎
え

よ
う
と
、
10
月
21
日
、
武
家
屋
敷

周
辺
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
は
角
館

町
観
光
協
会
と
角
館
伝
建
群
地
区

の
町
並
み
を
守
る
会
が
呼
び
か

け
、
約
80
人
が
参
加
し
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
１
台
分
と
な
る
落
ち
葉
約

２
６
０
㌔
グ
ラ
ム
が
集
め
ら
れ
ま

し
た
。

武
家
屋
敷
周
辺
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
　
町
を
き
れ
い
に
！

　

10
月
31
日
、
秋
田
市
文
化
会
館

で
行
わ
れ
た
秋
田
県
職
業
能
力
開

発
促
進
大
会
で
、
佐
藤
正
美
さ
ん

(

角
館)

が
秋
田
県
優
良
技
能
者

(

木
型
木
工)

と
し
て
秋
田
県
知

事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
長
年
に
わ
た
り
木

型
工
一
筋
に
技
能
研
鑽
に
努
め
、

木
型
模
型
の
手
作
業
製
作
で
高
精

度
の
優
れ
た
技
能
を
持
ち
、
後
進

技
能
者
の
指
導
育
成
へ
の
尽
力
な

ど
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
表
彰
と

な
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
秋
田
県
優
良
技
能
者

佐
藤
正
美
さ
ん
受
賞

　

地
場
農
産
物
品
評
会
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

特
別
賞　

仙
北
市
長
賞　

菅
原
秀
夫　

大
根

白
岩
地
域
運
営
体
会
長
賞　

菅
原
廣
一　

つ
ま
わ
ら
じ

第
１
部
（
水
稲
、
豆
類
、
雑
穀
）

１
等
賞　

藤
原
清
良　

玄
米
（
あ
き
た
こ
ま
ち
）

２
等
賞　

菅
原
眞
紀
子　

玄
米
（
あ
き
た
こ
ま
ち
）

３
等
賞　

加
藤
勲　

大
豆
（
す
ず
さ
や
か
）

第
２
部
（
特
用
林
産
、
果
実
、
苗
木
、
花
き
）

１
等
賞　

高
橋
キ
ク
ヱ　

栗
（
西
明
寺
栗
）

２
等
賞　

高
橋
清
人　

柿
（
庄
内
柿
）

第
３
部
（
野
菜
、
い
も
類
）

１
等
賞　

藤
井
ユ
リ
子　

か
ぶ

２
等
賞　

千
葉
カ
ツ
ヱ　

キ
ャ
ベ
ツ

３
等
賞　

草
彅
八
重
子　

さ
つ
ま
い
も

３
等
賞　

高
橋
陽
出
子　

白
菜
（
オ
リ
ン
ピ
ア
）

第
４
部
（
加
工
品
、
漬
物
）

１
等
賞　

雲
雀
リ
ヨ
子　

紫
芋
ゆ
べ
し

２
等
賞　

菊
池
マ
リ　

ナ
ス
と
キ
ュ
ウ
リ
の
佃
煮

３
等
賞　

下
田
三
千
雄　

ト
ン
ビ
舞
茸
（
缶
詰
）

第
６
部
（
工
芸
品
、
手
芸
品
）

１
等
賞　

菅
原
美
智
子　

ベ
ス
ト

２
等
賞　

高
橋
陽
出
子　

リ
ュ
ッ
ク
・
コ
ー
ス
タ
ー

３
等
賞　

菅
原
正
明　

楓
の
飾
り
台

会場内に並べられた農産物等

地元産のそばやうどんなども販売

振る舞われたお餅は
非常にやわらかく「お
いしい」と高評価

　

高
校
生
か
ら
30
代
ま
で
の
約
20

人
で
構
成
さ
れ
活
動
し
て
い
る
仙

北
若
者
会
議
に
よ
り
制
作
さ
れ
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
小
田
野
直
武
‐
源
内
・

玄
白
が
認
め
た
男
‐
」
が
、
平
成

23
年
度
全
国
自
作
視
聴
覚
教
材
コ

ン
ク
ー
ル
で
入
選
し
、
10
月
27
日
、

市
役
所
を
訪
れ
、
門
脇
市
長
に
受

賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

地
域
に
に
ぎ
わ
い
を
創
設
し
よ

う
と
制
作
し
た
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、

解
体
新
書
を
描
い
た
ふ
る
さ
と
の

偉
人
、
小
田
野
直
武
に
つ
い
て
知

り
、
市
と
直
武
ゆ
か
り
の
地
を
紹

介
す
る
内
容
で
、
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
「
解
体
新
書
の
挿
絵
を
描
い
た

人
物
に
つ
い
て
地
元
で
も
よ
く
知

ら
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
作
品
が

そ
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
な
が
る
だ

ろ
う
」
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
全
国
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル

仙
北
若
者
会
議
制
作
作
品
　
入
選

　

伊
藤
和
彦
さ
ん
（
田
沢
湖
）
は
、

平
成
５
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
23

年
９
月
30
日
ま
で
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
ご
活
躍
。
人
権
相
談
や
啓

発
活
動
な
ど
、
市
民
の
人
権
を
守

る
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
ご
活
躍

伊
藤
和
彦
さ
ん
に
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

10 月 31 日、市役所角館庁舎
で秋田地方法務局大曲支局長
と大曲人権擁護委員協議会会
長から感謝状と記念品が贈呈
されました

　

10
月
21
日
、
秋
田
市
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
た
第
38
回
秋
田
県
交

通
指
導
隊
大
会
で
、
優
良
隊
員
と

し
て
、
仙
北
市
か
ら
交
通
指
導
隊

員
３
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
、
観
閲
式
を
行

う
た
め
秋
田
市
八
橋
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
移
動
し
、
隊
員
の
士
気

高
揚
を
図
り
大
会
の
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

満
7
年
以
上
優
良
隊
員
表
彰

安
達
政
治
、
猪
本
一
、
芳
賀
昌
平

第
38
回
秋
田
県
交
通
指
導
隊
大
会

優
良
隊
員
の
３
人
を
表
彰

八橋多目的グラウンドでの観閲式

　

10
月
26
日
に
秋
田
市
の
ホ
テ
ル

で
行
わ
れ
た
「
秋
田
県
食
料
自
給

力
向
上
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１
」

の
中
で
、
ふ
る
さ
と
秋
田
農
林
水

産
大
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

農
山
漁
村
活
性
化
部
門
の
大
賞

を
、
仙
北
市
で
そ
ば
の
郷
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
仙
北
市
遊
々

楽
々
３
ト
ピ
ア
会
議
が
受
賞
。
併

せ
て
農
林
水
産
大
臣
賞
も
受
賞
し

ま
し
た
。
会
議
を
構
成
す
る
皆
さ

ん
の
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

遊
々
楽
々
３
ト
ピ
ア
会
議

ふ
る
さ
と
秋
田
農
林
水
産
大
賞
、
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

受賞の報告に市役所を訪れた仙北
市遊々楽々３トピア会議の沢山会
長（写真右）と荒木田副会長（写
真中央）

地
域
の
話
題
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音
楽
を
通
じ
て
交
流
を
図
ろ
う

と
、
10
月
19
日
、
角
館
南
高
等
学

校
（
菅
原
明
雅
校
長
）
と
、
大
曲

養
護
学
校
（
西
嶋
崇
広
校
長
）
の

生
徒
が
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

角
館
南
高
等
学
校
で
行
わ
れ
た

こ
の
交
流
会
で
は
、
大
曲
養
護
学

校
高
等
部
３
年
生
の
迫
力
あ
る
和

太
鼓
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
た
あ

と
、
角
館
南
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

と
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
の
演
奏
や

踊
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
演
奏
を

終
え
た
大
曲
養
護
学
校
の
生
徒

は
、「
ほ
か
の
学
校
で
の
演
奏
は

初
め
て
で
緊
張
し
た
。
南
高
の
演

奏
な
ど
が
堂
々
と
し
て
素
晴
ら
し

か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

角
館
南
高
等
学
校
音
楽
交
流
会

大
曲
養
護
学
校
と
の
交
流
深
め
る

　

西
明
寺
小
学
校
（
高
橋
智
弘
校

長
）
の
５
年
生
が
、
産
業
祭
で
販

売
さ
れ
た
ネ
ギ
の
収
益
金
を
被
災

地
へ
届
け
て
ほ
し
い
と
、
10
月
27

日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
門
脇
市
長

に
６
万
９
千
円
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ネ
ギ
は
、
地
元
農
家
の
佐

藤
一
也
さ
ん
所
有
の
畑
に
、
５
年

生
の
総
合
学
習
と
し
て
植
え
ら

れ
、
10
月
中
旬
に
収
穫
。
そ
の
後
、

産
業
祭
に
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

届
け
ら
れ
た
義
援
金
は
、
被
災

地
の
小
学
校
に
届
け
ら
れ
る
予
定

で
す
。

西
明
寺
小
学
校
で
義
援
金

被
災
地
の
役
に
立
ち
た
い

　

神
代
中
学
校
体
育
文
化
後
援
会

が
発
足
50
周
年
を
祝
い
、
10
月
23

日
、
神
代
中
学
校
で
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

在
校
生
徒
や
来
賓
が
多
数
参
加

し
た
式
典
で
は
、
後
援
会
発
足
の

契
機
と
な
っ
た
昭
和
37
年
の
全
県

少
年
野
球
優
勝
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

藤
川
正
博
氏
が
、
当
時
を
振
り
返

り
思
い
出
を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、

石
井
浩
郎
氏(

参
議
院
議
員
・
元

プ
ロ
野
球
選
手)

の
記
念
講
演
も

行
わ
れ
、
生
徒
か
ら
た
く
さ
ん
の

質
問
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
31
日
に
秋
田
市
文
化
会
館

で
行
わ
れ
た
秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ

文
化
祭
で
、
仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ

田
沢
湖
地
区
老
連
女
性
部
が
創
作

ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

例
年
好
評
を
博
し
て
い
る
田
沢

湖
地
区
老
連
女
性
部
の
創
作
ダ
ン

ス
で
す
が
、
今
年
は
「
ク
ニ
マ
ス

発
見
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
創
作
ダ

ン
ス
を
発
表
。
月
数
回
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
歓
声
を
浴
び
ま
し

た
。

仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

田
沢
湖
地
区
老
連
女
性
部

老
人
ク
ラ
ブ
文
化
祭
で
創
作
ダ
ン
ス
披
露

　

10
月
17
日
、
西
明
寺
小
学
校
４

年
生
を
対
象
に
、
頭
首
工
や
上
・

下
水
道
施
設
を
見
学
し
な
が
ら

「
水
の
は
た
ら
き
」
に
つ
い
て
学

ぶ
施
設
見
学
会
が
、
水
土
里
ネ
ッ

ト
に
し
き
（
西
木
土
地
改
良
区　

理
事
長:

伊
藤
長
三
）
主
催
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
宮
田
頭
首
工
、

西
明
寺
高
区
浄
水
場
、
西
明
寺
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
見
学
。
各
施

設
で
水
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、

ど
う
や
っ
て
循
環
し
て
い
る
か
な

ど
の
説
明
を
受
け
、
水
の
大
切
さ

や
地
域
の
環
境
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
見
学
会

の
感
想
文
の
中
か
ら
、
一
つ
紹
介

し
ま
す
。

水
土
里
ネ
ッ
ト
西
木
の
施
設
見
学
会

西
明
寺
小
学
生
が
「
水
の
は
た
ら
き
」
学
ぶ

頭
首
工
見
学
で
お
ど
ろ
い
た
事

四
年
　
藺
藤
明
香
音

　
わ
た
し
が
、
頭
首
工
見
学
で
お

ど
ろ
い
た
事
は
、
水
を
一
番
使
う

時
の
水
の
量
は
二
、
五
ト
ン
だ
と

い
う
事
で
す
。
一
秒
に
ド
ラ
ム
か

ん
が
十
こ
分
の
量
だ
そ
う
で
す
。

二
つ
目
は
、
桧
木
内
川
と
潟
尻
川

の
水
は
と
て
も
き
れ
い
だ
と
い
う

事
で
す
。
桧
木
内
川
と
潟
尻
川
に

は
き
れ
い
な
水
の
中
で
し
か
住
ん

で
い
な
い
魚
や
、
川
虫
な
ど
が
い

る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
に
き
れ
い

だ
と
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
三
つ

目
は
、
頭
首
工
に
も
伝
説
が
あ
る

と
い
う
事
で
す
。
そ
の
伝
説
は

人
々
の
た
め
に
犠
牲
で
人
柱
に
さ

れ
て
し
ま
っ
た
“
お
小
夜
さ
ん
”

と
い
う
人
の
お
話
で
す
。
と
て
も

悲
し
い
お
話
で
し
た
。
四
つ
目
は
、

頭
首
工
に
も
発
電
機
が
あ
る
と
い

う
事
で
す
。
そ
の
発
電
機
で
停
電

の
時
に
、
施
設
に
電
気
を
送
る
ん

だ
そ
う
で
す
。
五
つ
目
は
、
操
作

盤
が
自
動
的
に
水
門
の
調
整
操
作

や
水
の
状
態
を
記
録
す
る
と
い
う

事
で
す
。
だ
れ
か
人
が
記
録
し
て

い
る
と
思
っ
た
ら
ち
が
い
ま
し

た
。
六
つ
目
は
、
管
理
橋
と
い
っ

て
施
設
の
点
検
、
整
備
用
の
橋
の

長
さ
が
百
五
メ
ー
ト
ル
あ
る
と
い

う
事
で
す
。
そ
ん
な
に
長
い
と
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に

頭
首
工
で
は
お
ど
ろ
く
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
知
ら
な
か
っ

た
事
が
、
と
っ
て
も
よ
く
分
か
っ

て
よ
か
っ
た
で
す
。
頭
首
工
見
学

は
、
楽
し
か
っ
た
で
す
よ
。

（
原
文
の
と
お
り
）

　

10
月
23
日
、
た
ざ
わ
こ
吹
奏
楽

団(

田
口
寿
宜
団
長)

に
よ
る
演

奏
会
が
、
介
護
老
人
施
設
「
田
沢

の
郷
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。
日
本

民
謡
の
メ
ド
レ
ー
な
ど
の
演
奏

に
、
皆
さ
ん
も
手
拍
子
を
打
ち
な

が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

た
ざ
わ
こ
吹
奏
楽
団
で
は
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
週
1
回
の

練
習
を
し
な
が
ら
慰
問
演
奏
や

チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。（
連
絡
は090-4049-

9502

田
口
ま
で
）

た
ざ
わ
こ
吹
奏
楽
団

「
田
沢
の
郷
」
で
演
奏
会

　

震
災
後
、
毎
週
日
曜
日
に
ア
マ

チ
ュ
ア
バ
ン
ド
を
集
め
て
「
1
コ

イ
ン
募
金
」
を
行
っ
て
き
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「P's for J

（
ピ
ー
ス
・

フ
ォ
ー
・
ジ
ェ
イ
）」
の
一
区
切

り
と
も
言
え
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
が
10
月
9
日
、
仙
北
市

民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
形
、
岩
手
、
宮
城
な
ど
県
外

か
ら
の
参
加
者
も
含
め
て
14
組
が

一
堂
に
会
し
て
会
場
を
盛
り
上

げ
、
観
客
は
し
っ
と
り
と
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

「
表
面
的
な
復
興
だ
け
で
も
相

当
な
年
月
が
か
か
る
は
ず
。
地
味

で
も
長
く
続
け
る
こ
と
で
、
自
分

も
世
間
も
被
災
地
の
苦
労
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と
の
三
浦

裕
喜
さ
ん
（P's for J 

代
表
）
の

言
葉
に
、
参
加
者
も
観
客
も
大
き

く
う
な
づ
い
て
い
ま
し
た
。

せ
ん
ぼ
く
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
が
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

神
代
中
学
校
体
育
文
化
後
援
会

発
足
　
周
年
を
祝
う

50

（右）広い畑にネギを植える生徒
（下）収穫も５年生で行いました

川の水を取り入れる取水口。ここにはいろんなゴ
ミが流れてきます

西明寺クリーンセンター（下水処理場）で施設
の役割を学習

宮田頭首工の管理橋から、勢いよ
く流れる水を見学

地
域
の
話
題
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